
市民活動総合情報誌／ボランティア・NPOをもう一歩深く

①《特集》行政財源の収入がなくなる！　そのとき市民団体は……
⑪《うぉろ君の気にな〜るゼミナール》 

第三者委員会って？
⑫《この人に》 

早川 千晶さん （ナイロビ「マゴソスクール」 主宰）

⑭《V時評》
「自発的な活動」のジレンマ 
  〜〝担い手〟としての過重な期待

⑮《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》 
国連本部で味わった「最も長い5分間」
菅波 茂 （ＡＭＤＡグループ 代表）

⑯《西日本豪雨災害 岡山発〜現地から伝える「被災地の今」》  
真備ではぐくまれた「共に生きる支援」のかたち
詩叶 純子

（特定非営利活動法人岡山NPOセンター地域連携センター 主任）

 6・7No.5 61   2025

⑰《現場は語る〜コーディネートの現場から》
「インクルーシブボランティア」のコーディネーション
―�あらゆる人の参加実現へ、全国展開を目指して
青山 織衣（大阪ボランティア協会 ボランティアコーディネーター）

⑳《毎日NPO！山田発信 組織と事業の支援論》

助成マニアが語る、助成財団との関係づくり
山田 泰久 

（公益財団法人 日本非営利組織評価センター（JCNE） 業務執行理事）

㉒《情報ピックアップ》  

㉓《アゴラ／ライブラリー》
交流ポラーナ／書籍紹介

㉔《晴れ時々ボランティア》 

太田―アポスト・ミハイ―フロリンさん
（ＢＬＵＥ ＰＥＡＣＥ）

https://osakavol.org/publishing/volo/

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。
●中央共同募金会の全国共通助成テーマである「つながりをたやさない社会づくり～あなたは一人じゃな

い～」を助成テーマとし先進的なとりくみを支援してまいります。また、地域福祉活動への『重点助成分
野』を「誰をも受け入れ誰もが参加できる地域づくり」「健康でいきいきと暮らし続けられる地域づくり」

「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」「災害ボランティア活動・防災・減災活動への
支援」「生活に困難を抱える人たちへの緊急支援」とし、これらの活動を重点的に支援してまいります。
さらに「TEAM EXPO 2025」プログラム/共創パートナーとして、共創チャレンジに登録され活動す
る団体を積極的に支援します。

●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地で被災した人たちを助け
る活動の支援も行います。

●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入できます。個人の寄付金は、
所得税の所得控除または税額控除、住民税の税額控除の対象になります。

特 集



【特集チーム】
大門 秀幸　永井 美佳　早瀬 昇
増田 宏幸　百瀬 真友美

行
政
財
源
の
収
入
が
な
く
な
る
！

そ
の
と
き
市
民
団
体
は
…
…

市
民
団
体
が
行
政
か
ら
資
金
を
得
て
、
社
会
課
題
の
解
決
や
社
会
的
価
値
の
創
造
に
取
り
組
む
例
は
多
い
。

一
方
、
継
続
的
に
得
て
い
た
行
政
財
源
の
活
動
資
金
が
、

政
策
変
更
な
ど
で
突
然
失
わ
れ
た
り
、
大
幅
縮
小
と
な
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
見
聞
き
す
る
。

行
政
財
源
資
金
の
喪
失
に
直
面
し
た
団
体
の
経
験
な
ど
か
ら
、

「
行
政
財
源
と
市
民
活
動
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
た
い
。

特 集
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行
政
か
ら
の
事
業
委
託
や
指
定
管
理
者
の

指
定
な
ど
に
よ
り
、
市
民
団
体
が
公
的
資
金

を
得
て
継
続
的
な
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が

あ
る
。
補
助
金
で
実
質
的
に
継
続
事
業
が
支

え
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
市
民
団
体
に
と
っ
て
は
、
公
金
で
あ
る

が
ゆ
え
の
し
ば
り
は
あ
る
が
、
団
体
が
目
指

す
こ
と
と
重
な
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
「
や
る
べ

き
活
動
」
に
な
る
。
契
約
期
間
中
、
財
源
獲

得
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
本
来
の
活
動
が
で

き
る
の
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。

し
か
し
、
団
体
の
財
政
規
模
に
占
め
る
行

政
財
源
の
割
合
が
高
い
と
「
こ
の
財
源
が
な

く
な
っ
た
ら
、
ど
う
し
よ
う
？
」
と
い
う
不

安
は
大
き
く
な
る
。
首
長
の
交
代
や
政
策
見

直
し
な
ど
で
突
然
な
く
な
っ
た
り
、
激
減
し

た
り
と
い
う
こ
と
は
実
際
に
あ
る
の
だ
。

本
特
集
で
は
、
そ
の
よ
う
な
行
政
財
源
の

喪
失
に
直
面
し
た
団
体
か
ら
経
験
や
考
え
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。「
や
っ
ぱ
り
行
政
に

頼
ら
ず
、
自
主
事
業
収
入
や
寄
付
収
入
で
活

は
99
年
）
し
、
電
話
や
手
紙
に
よ
る
入
院
患

者
ら
の
相
談
対
応
を
始
め
た
。

98
年
、
大
和
川
病
院
事
件
（
注
）
を
受
け

大
阪
精
神
病
院
協
会
に
「
病
院
訪
問
を
し
た

い
」
と
訴
え
た
。
行
政
監
査
の
よ
う
に
数
日

前
に
事
前
連
絡
す
る
の
で
は
な
く
、「
ぶ
ら

り
」
と
訪
ね
て
行
く
こ
と
を
提
案
し
た
。
協

会
の
理
解
を
得
て
、
同
年
、
病
院
訪
問
活
動

動
す
る
の
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
意
見
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か

は
、
取
り
組
む
社
会
課
題
や
団
体
の
特
徴
、

置
か
れ
た
環
境
な
ど
に
よ
る
の
で
一
概
に
は

言
え
な
い
。
一
般
企
業
に
近
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
で
社
会
課
題
に
取
り
組
む
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
も
あ
れ
ば
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
な
じ

ま
な
い
が
社
会
的
意
義
の
高
い
活
動
も
あ
る
。

団
体
に
は
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
尋
ね
、

行
政
側
の
意
見
も
聞
い
た
。
立
教
大
学
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
の
原
田
晃
樹
教
授
か
ら

は
、
概
観
と
提
言
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

「
行
政
財
源
の
収
入
が
な
く
な
っ
た
ら
、
こ

う
し
よ
う
！
」
と
い
う
明
る
い
答
え
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
い
ま
行
政
財
源
で

事
業
を
継
続
し
て
い
る
団
体
に
と
っ
て
は
、

ヒ
ン
ト
め
い
た
も
の
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
う
し
た
状
況
に
な
い
団
体
に
は
、

行
政
財
源
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
え
る
と
思
う
。
行
政
財
源
で
は
な
い
が
、

大
口
の
支
援
的
収
益
や
企
業
か
ら
の
委
託
事

業
な
ど
１
カ
所
か
ら
多
額
の
資
金
を
得
て
い

る
団
体
に
も
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

●�

大
阪
精
神
医
療
人
権
セ
ン
タ
ー

の
活
動

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
精
神
医
療
人
権
セ

ン
タ
ー（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
は
、
精
神
科
病

院
入
院
患
者
の
人
権
侵
害
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
１
９
８
５
年
に
患
者
、
家
族
、

医
療
従
事
者
、
弁
護
士
ら
が
結
成
（
法
人
化

「
な
く
な
っ
た
ら
、
ど
う
し
よ
う
？
」

「
失
っ
た
と
き
ど
う
し
た
か
」と
、

失
う
事
態
の
妥
当
性

制
度
廃
止
！
　
理
念
を
訴
え
新
制
度
に

（
注
）
大
阪
府
柏
原
市
の
大
和
川
病
院
で
1
9
9
3
年
に
起
き
た
入
院
患
者
の
暴
行
死
を
端
緒
に
、
数
々
の
不
正
発
覚
な
ど
で
廃
院
・
経
営
者
逮
捕
に
至
っ
た
事
件
。

左
か
ら
事
務
局
・
村
田
直
人
さ
ん
と
尾
野
有
美
子
さ
ん
、

山
本
深
雪
さ
ん
、
東
奈
央
さ
ん

22025. 6･7　ウォロ6・7月号（No.561）



行政財源の収入がなくなる！
 そのとき市民団体は……

「
ぶ
ら
り
訪
問
」
が
ス
タ
ー
ト
。
大
阪
府
内

の
精
神
科
病
院
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
し
、

病
院
ア
ン
ケ
ー
ト
や
情
報
公
開
請
求
で
病
院

デ
ー
タ
を
集
め
て
公
開
す
る
な
ど
の
活
動
を

続
け
た
。
２
０
０
３
年
に
は
大
阪
府
精
神
保

健
福
祉
審
議
会
の
提
言
に
よ
り
、
府
の
事
業

と
し
て
「
精
神
医
療
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
」

が
始
ま
っ
た
。
府
内
約
60
病
院
を
月
１
カ
所

ず
つ
、
訪
問
員
４
～
８
人
で
訪
問
。
大
阪
府

精
神
障
害
者
権
利
擁
護
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

協
議
会
）
が
2
カ
月
に
1
度
開
か
れ
て
、
セ

ン
タ
ー
の
報
告
を
聞
く
。
セ
ン
タ
ー
が
年
間

約
１
６
０
万
円
で
業
務
受
託
し
、
別
途
支
給

さ
れ
る
訪
問
員
の
交
通
費
や
謝
礼
な
ど
を
含

め
年
約
３
２
０
万
円
が
公
費
で
賄
わ
れ
た

（
金
額
は
07
年
度
の
概
算
）。

協
議
会
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
と
医
療
系

専
門
職
、
患
者
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
各
団

体
の
他
、
学
識
経
験
者
、
行
政
が
加
わ
り
構

成
。
精
神
病
院
の
現
状
を
関
係
者
が
共
有
し
、

理
解
を
深
め
て
対
策
を
検
討
す
る
場
と
な
っ

て
い
た
。

●
突
然
の
廃
止
決
定

順
調
に
訪
問
と
報
告
を
重
ね
て
い
た
精
神

医
療
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
だ
が
、
08
年
４
月
、

府
の
財
政
非
常
事
態
宣
言
で
廃
止
事
業
に
選

定
さ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
は
、
同
制
度
が
「
府

民
の
生
命
に
関
わ
る
緊
急
性
・
重
要
性
の
高

い
事
業
」
に
該
当
す
る
と
し
、
宣
言
か
ら
10

日
後
に
府
知
事
宛
て
の
緊
急
要
望
書
を
提
出
。

存
続
を
求
め
る
署
名
は
、
１
カ
月
で
約
２
万

筆
が
集
ま
っ
た
。

当
時
事
務
局
長
で
現
副
代
表
の
山
本
深
雪

さ
ん
は
府
議
会
の
全
会
派
を
訪
ね
、
要
望
書

を
渡
し
説
明
し
て
回
っ
た
。
す
る
と
、
全
会

派
が
要
望
に
賛
同
し
、
議
会
に
「
精
神
障
が

い
者
の
権
利
擁
護
シ
ス
テ
ム
の
存
続
を
求
め

る
」
請
願
が
出
さ
れ
、
７
月
下
旬
の
府
議
会

で
採
択
。
そ
れ
で
も
同
時
期
に
廃
止
が
決
定

し
、
８
月
か
ら
の
委
託
料
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

公
的
財
源
で
あ
る
べ
き
理
由

協
議
会
は
、
構
成
団
体
が
「
解
散
す
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
合
意
し
、
存
続
し
た
。

請
願
は
採
択
さ
れ
て
い
た
の
で
、
セ
ン
タ

ー
は
「
療
養
環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
と
し

て
提
案
す
る
こ
と
に
し
た
。
議
員
、
府
職
員
、

病
院
関
係
者
な
ど
と
話
し
合
い
、
翌
09
年
４

月
か
ら
同
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
セ
ン
タ
ー
が

サ
ポ
ー
タ
ー
を
集
約
し
、
訪
問
先
病
院
を
選

定
・
調
整
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
問
、
報
告

書
を
作
成
す
る
。
協
議
会
は
新
た
に
大
阪
府

精
神
科
医
療
機
関
療
養
環
境
検
討
協
議
会
と

な
り
、
２
カ
月
に
１
度
の
会
議
で
報
告
を
受

け
る
。
内
容
は
精
神
医
療
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制

度
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
業
務

委
託
は
無
い
。
以
後
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
交

通
費
実
費
と
3
人
分
の
謝
礼
の
年
間
約
30
万

円
の
み
が
、
府
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
。

08
年
か
ら
09
年
に
か
け
て
、
山
本
さ
ん
は

医
療
機
関
を
含
む
関
係
各
所
を
回
り
、
寄
付

を
呼
び
掛
け
た
。「
こ
の
事
業
は
続
け
た
い
。

事
務
所
の
維
持
と
、
最
低
限
の
人
件
費
が
必

要
」
と
訴
え
る
と
、
医
療
機
関
・
個
人
を
問

わ
ず
、
多
く
の
支
援
が
あ
っ
た
と
い
う
。

院
者
本
人
の
求
め
に
応
じ
て
支
援
員
が
病
院

を
訪
問
し
、
話
を
聞
き
情
報
提
供
等
を
行
う

と
い
う
も
の
だ
。
モ
デ
ル
と
な
る
事
業
を
先

駆
的
に
行
っ
て
い
た
セ
ン
タ
ー
に
は
全
国
か

ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
山
本
さ
ん
ら
セ
ン

タ
ー
関
係
者
は
、
各
地
の
精
神
医
療
人
権
セ

ン
タ
ー
設
立
や
支
援
員
研
修
に
協
力
し
て
い

る
。大

阪
府
で
も
同
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
セ

ン
タ
ー
は
こ
の
事
業
の
委
託
を
24
年
11
月
か

ら
受
け
て
い
る
。
今
年
度
の
委
託
額
は
、
支

援
員
の
訪
問
費
用
等
を
含
め
て
約
２
７
０
万

円
だ
。
常
務
理
事
で
弁
護
士
の
東あ
ず
ま奈
央
さ
ん

は
「
委
託
額
は
自
治
体
に
よ
っ
て
か
な
り
差

が
あ
り
、
他
地
域
と
話
す
と
金
額
の
低
さ
に

驚
か
れ
る
こ
と
が
多
い
」
と
言
う
。「
予
算

が
少
な
く
、
法
制
度
も
理
想
的
で
は
な
い
。

受
け
る
べ
き
な
の
か
、
議
論
は
あ
っ
た
」
そ

う
だ
が
、
セ
ン
タ
ー
で
担
う
こ
と
が
患
者
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
な
ら
と
手
を
挙
げ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
財
務
状
況
は
常
に
ひ
っ
迫
し
、

会
員
や
支
援
者
の
寄
付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

参
加
、
助
成
財
団
の
助
成
金
な
ど
で
活
動
が

維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
美
談
に
し
て

は
い
け
な
い
。「
精
神
医
療
が
強
制
制
度
を

用
い
る
以
上
、
国
や
行
政
は
財
源
に
裏
付
け

ら
れ
た
人
権
擁
護
に
取
り
組
む
義
務
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
篤
志
に
頼
る
性
格
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
東
さ
ん
は
言
う
。
す

ぐ
れ
た
人
権
擁
護
活
動
を
担
え
る
団
体
が
、

財
源
獲
得
を
気
に
せ
ず
安
定
し
た
公
的
資
金

に
よ
っ
て
活
動
に
ま
い
進
で
き
る
社
会
で
あ

れ
ば
と
思
う
。

�

編
集
委
員　
百
瀬�

真
友
美

セ
ン
タ
ー
が
療
養
環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

を
続
け
る
中
、
22
年
に
精
神
保
健
福
祉
法
が

改
正
さ
れ
、「
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
」
が

制
定
さ
れ
た
（
都
道
府
県
の
任
意
事
業
）。
入

精
神
科
病
院
へ
の
訪
問
活
動
報
告
を
ま
と
め
た
『
扉
よ
ひ

ら
け
』
最
新
刊
（
2
0
2
1
年
1
月
、
大
阪
精
神
医
療
人

権
セ
ン
タ
ー
発
行
）
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第
三
者
委
員
会
っ
て
？

第
三
者
委
員
会
と
は
、
何
ら
か
の
問
題
が

発
生
し
た
と
き
に
、
当
事
者
以
外
の
外
部
の

有
識
者
で
構
成
さ
れ
、
問
題
発
生
の
経
緯
や

原
因
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、
必
要
な
事

実
認
定
を
行
っ
た
う
え
、
責
任
の
所
在
が
明

ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
旨
の
結
論
を
示

す
と
と
も
に
、
適
宜
、
具
体
的
な
再
発
防
止

策
な
ど
を
提
言
す
る
委
員
会
の
こ
と
を
い
う
。

こ
の
場
合
重
要
な
の
は
、
委
嘱
を
受
け
た

委
員
会
（
各
委
員
）
が
依
頼
し
た
会
社
や
団

体
か
ら
ど
れ
だ
け
独
立
性
を
貫
き
、
断
固
た

る
姿
勢
を
も
っ
て
厳
正
な
調
査
を
行
う
か
で
、

そ
の
箍た
が

が
ゆ
る
む
と
、
免
罪
符
目
的
で
は
な

い
か
と
の
非
難
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
反

対
に
、
会
社
等
の
「
ひ
も
付
き
」
と
い
う
原

罪
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
出
自
に
影
響
さ

れ
ず
に
公
平
な
立
場
で
調
査
し
、
当
該
団
体

や
幹
部
な
ど
の
責
任
を
厳
し
く
断
罪
し
た
報

告
書
が
出
さ
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。

最
近
は
、
第
三
者
委
員
会
の
調
査
の
質
を

上
げ
る
た
め
に
、
日
弁
連
な
ど
で
は
不
祥
事

の
内
容
に
即
応
し
た
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

設
定
し
た
り
、
さ
ら
に
は
発
表
さ
れ
た
報
告

書
に
つ
い
て
そ
れ
を
「
格
付
け
」
す
る
委
員

会
も
出
て
き
た
り
し
て
い
る
。
一
方
で
、
責

任
あ
り
と
さ
れ
た
会
社
等
か
ら
委
員
会
の

「
事
実
認
定
」
に
対
す
る
不
満
が
噴
出
し
て

い
る
こ
と
も
事
実
だ
。

と
も
あ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
第
三
者
委
員

会
の
活
動
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら
れ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
の
で
、
監
視
の
目
を
怠
ら
ず
、

注
視
し
た
い
。

　
森
野�

俊
彦

�

弁
護
士
（
大
阪
弁
護
士
会
・
元
裁
判
官
）

 Vol.
142

ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダー

（１冊５００円＋送料35０円）です。
お問い合わせはウォロ編集部／office@osakavol.orgまで
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ラ イ ブ ラ リ ー

第68回

も し、あなたが中間支援
団体の未来や展望につ

いて考えたいのなら、本書は
必読である。
「アリスセンター」という

横浜にあった市民活動組織の
生誕（1987年準備事務所開
設）から解散（2024年清算決
了）までを、関係者インタヴ
ュー、出版物やニューズレタ
ーなどを駆使して描いた労作
である。しかし、単なる昔語
りでも事例紹介でもない。理
論的にも実践的にも日本の市
民活動を切り開いてきた組織
の歴史は、著者が意図したよ
うに、現在の日本の市民活動
の直面する問題を非常にクリ
アに描き出し、我々が前に進
むための知を提供している。

「交流の場づくり」「市民活
動・市民事業のサポート」「新
しいプログラムの開発」（シン
クタンク）を掲げて特定非営利
活動促進法の成立以前に設立
された組織は、公設施設の管
理受託とは意識的に距離を置
きつつも、30年以上常勤職員
を維持し存続させた。先駆者
として全国のNPOセンターの
組織化への影響力は、計り知
れない。

実は、アリスは80年代の革
新自治体の台頭を担った人々
による、グラムシの陣地戦論
を背景にした社会運動から始
まった。多くの委託事業を行
いながらも行政との関係は一
貫して緊張をはらみ、制度化
による体制内組織化を拒絶し

続け、市民活動としての性格
は解散まで消えなかった。
多様な思いや「ロジック」の
「のりもの」として、それらの
担い手たちの出会いの場、学
びの場として真に社会運動で
あり続けた。

巻末に、解散時イベント
「市民社会に向けた社会実験
―アリスセンターの経験をバ
トンタッチする」（2023年4月
22日）で配布された「30の技
術と14の提言」が掲載されて
いる。この提言や技術は、
我々に「バトンタッチ」されて
いるだろうか。このことをチ
ェックするだけでも、本書から
得られる実践的価値は大きい。
関西学院大学名誉教授
 岡本 仁宏

NPO支援組織の生成と発
展―アリスセンターによる
市民活動支援の軌跡
吉田忠彦 著
有斐閣、2024年11月
2,860円（税込）

交
流
ポ
ラ
ー
ナ

本
年
５
月
１
日
に
１
周
年
を
迎
え
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、

交
流
ポ
ラ
ー
ナ
は
、
鳥
取
市
の
中
心
部
、
県
庁
や
図

書
館
に
も
ほ
ど
近
い
国
道
53
号
線
沿
い
の
ビ
ル
２
階
に
入
居

す
る
。
約
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
々
と
し
た
空
間
に
は

「
読
書
・
学
習
」「
談
話
」「
展
示
・
フ
リ
ー
」
用
途
の
三
つ

の
部
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

主
宰
は
浜
本
純じ

ゅ
ん

逸い
つ

さ
ん
。
か
つ
て
は
神
戸
大
学
の
教
員
の

か
た
わ
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
を
つ
と
め
、さ
ま
ざ
ま
な
市
民

活
動
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。
定
年
後
は
自
然
豊
か
な
風
土
に

ひ
か
れ
て
鳥
取
市
に
移
住
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て

き
た
。
そ
ん
な
中
、
先
端
技
術
の
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
開

発
が
生
活
を
豊
か
に
し
た
反
面
、
人
び
と
の
間
に
分
断
を
も

た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
た
浜
本
さ
ん
は
、「
信
頼
で
成

り
立
つ
、
ゆ
る
や
か
な
第
三
の
居
場
所
」
の
開
設
を
構
想
。

私
費
を
投
じ
て
自
宅
近
く
の
空
き
物
件
を
借
り
、
こ
れ
ま
で

つ
な
が
っ
た
人
た
ち
と
開
設
準
備
に
着
手
し
た
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
は
、「
持
ち
寄
り
、
分
か
ち
合
う
」「
人
と
交
流
し
、
絆

を
強
め
る
」「
対
話
力
（
話
す
力
・
聞
く
力
）
を
身
に
付
け

る
」
と
い
う
交
流
ポ
ラ
ー
ナ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
盛
り
込
ん
だ
。

以
来
１
年
、口
コ
ミ
な
ど
で
少
し
ず
つ
利
用
者
が
増
え
、今

で
は
近
く
の
鳥
取
西
高
校
の
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
読
書
・

学
習
室
を
自
主
運
営
。
談
話
室
で
は
地
域
の
文
化
を
学
ぶ
各

種
勉
強
会
、
子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
絵
本
持
ち
寄
り
読

書
会
な
ど
が
毎
週
の
よ
う
に
開
か
れ
る
。
展
示
室
は
、
親
が

催
し
に
参
加
し
た
際
に
子
ど
も
を
遊
ば
せ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
も
活
用
。
活
動
報
告
と
広
報
を
主
体
に
毎
月
発
行
す

る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
ポ
ラ
ー
ナ
・
レ
タ
ー
」は
、浜
本
さ
ん

と
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
漆う

る
し

原は
ら

正
雄
さ
ん
が
編
集
し
、約
１
２
０

人
の
メ
ー
ル
登
録
者
に
送
信
す
る
ほ
か
、
来
場
者
に
手
渡
す
。

「
こ
こ
で
は
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
で
す
。
多
世
代
が
交

流
し
、
絆
を
強
め
る
場
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
浜
本
さ
ん

は
話
す
。�

編
集
委
員
　
村
岡 

正
司

交流ポラーナ
鳥取市若桜町39
ロゴス文化会館２階
開室時間
金・土（10：00〜18：00）、
月・木（14：00〜18：00）
koryuporana@outlook.jp ← 高校生が自主運営する読書・ 

学習室前に貼られたイラスト

ア ゴ ラ

第96回

↑ 談話室で開かれた 
絵本持ち寄り読書会

↑ 展示・フリースペー
スの写真展
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